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2026年6月26日 

各 位 

                                            会 社 名  昭和ホールディングス株式会社 

代表者名  代表取締役社長兼最高経営責任者 

                         此下 竜矢 

（コード番号 5103 スタンダード市場） 

問合せ先  取締役       庄司 友彦 

（TEL．04－7131－0181）    

 

 

連結子会社からの担保権行使通知書の受領、及び 

連結子会社の異動に関するお知らせ 

（連結子会社から持分法適用関連会社への異動） 

 

 

当社は、昨日付「連結子会社からの借入に伴う連結子会社に対する子会社株式の担保提供に関するお

知らせ」にてご報告したとおり、当社は連結子会社株式会社ウェッジホールディングス（以下、「ウェ

ッジ社」という。）から金388百万円、連結子会社株式会社日本橋本町菓子処（以下、「日本橋本町菓子

処」という。）から金845百万円、合計1,233百万円を借り入れ（2026年6月24日時点）し、当社の事業資

金として使用しております。当該借入につきましては、当社の資金状況がひっ迫しておりましたので、

両社に対して借りたり返したりの取引ができず、借りたままの状態で固定化しておりました。また、

徐々に借入残高が増え、融資枠限度額合計13億円に差し迫る状況にあったことから、両社とは融資条件

の変更協議を継続しておりましたが、本日、両社から担保権の実行を行う旨の通知を受けましたのでご

報告いたします。 

また、当該担保権行使が実行された結果、連結子会社の異動が生じることとなりますので合わせてご

報告いたします。 

 

記 

 

１. 担保権行使通知書の受領と連結子会社異動の理由 

当社は、事業運営および財務戦略上の資金需要に対応するため、連結子会社ウェッジ社及び、日本

橋本町菓子処との間で2024年8月9日にそれぞれ融資枠設定契約（ウェッジ社との契約に係る融資4.5億

円、日本橋本町菓子処との契約に係る融資枠3.5億円）を締結の上、具体的な担保提供の時期及び、詳

細な内容の決定については当社代表取締役社長に一任し、必要な資金の調達を行ってきました。その

後、当社で必要となる資金が増加したことから2025年9月12日に日本橋本町菓子処の融資枠を拡大更新

（3.5億円→8.5億円）しております。 

当該融資枠設定契約につきましては、当初短期運転資金を想定し運用開始しておりましたが、当該
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借入金につきましては大部分が一度も返済されることなく実質的に長期固定化し、借入残高も急速に

積みあがっている状況（2024年8月9日2.8億円→2026年6月24日12.3億円）にありました。 

ウェッジ社、日本橋本町菓子処の両社からは、2025年年末頃から借入金残高が両社の資金計画にも

影響を与えかねない金額になりつつあり、一度も返済が無いようだと両社の資金計画／投資計画に影

響することから、両社からの貸付金の順次返済と契約返済条件の順守、今後の資金計画の提示を求め

られておりました。当社はウェッジ社及び、日本橋本町菓子処からの借入金について即時返済を始め

られるほどの現預金は保有しておらず、現在の当社の経営環境／財政状況を勘案すると他の資金調達

手段がなかったことから、ウェッジ社及び、日本橋本町菓子処からの借入金に事業資金を頼らざるを

得ない状況にあり、昨日付「連結子会社からの借入に伴う連結子会社に対する子会社株式の担保提供

に関するお知らせ」に記載の通りこれまで留保していた担保権の設定を進めつつ、契約の維持と融資

枠の増額等の条件交渉を行っておりました。 

特にウェッジ社は、東京証券取引所グロース市場の時価総額基準40億円に足していない(2026年6月

25日現在14.44億円。一株当たり34円で計算)ことから、上場維持基準に適合しておらず、2026年9月30

日が適合判定の期限となっている事情もあり、スタンダード市場への上場市場変更申請準備を進めて

おります。そのため親会社(当社)からの経営の独立性の確保を担保するため、役員兼 

 

務の解消や債権債務の適正化を強く求められている環境下にありました。 

そのような中で、ウェッジ社、日本橋本町菓子処の両社からは、例え担保権の行使をした後も多額

の残債が残る見通しであり、当社が即時当該借入金を弁済できる財政状況とは言えず、他の資金調達

手段を得ることが想像しがたいことから、一度担保権の行使をした後に、今後の対応を協議したい旨

の申し出があり、本日、担保権行使通知を受けましたので本件をご報告することとなりました。 

本日、担保権行使通知を受けた担保の内容は以下の通りです。 

（１）ウェッジ社向け担保（令和6年8月9日契約） 

① 株式会社日本橋本町菓子処 

・普通株式：13,077株（54.49％） 

・担保評価額：44,082,410円 

・評価方法：第三者株価評価額（DCF法と清算価値法の平均80,900,000円） ×  持分割合54.49％ 

② 明日香食品株式会社 

・普通株式：4,032株（40.32％） 

・担保評価額：102,695,040円 

・評価方法：第三者株価評価額（DCF法254,700,000円） × 持分割合40.32％ 

③ 昭和ゴム株式会社 

・普通株式：9,540株（90％） 

・担保評価額：1円  

・評価方法：同社の財政状況を加味した備忘価格 

④ 株式会社ルーセント 

・普通株式：540株（90％） 

・担保評価額：1円 

・評価方法：同社の財政状況を加味した備忘価格 

 

（２）日本橋本町菓子処向け担保（令和7年9月12日契約） 
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① 株式会社ウェッジホールディングス 

・普通株式：10,826,100株（25.48％） 

・担保評価額：368,087,400円 

・評価方法：2026年6月25日終値（34円）に担保入れした株式数を乗じた時価（368,087,400円) 

 

 以上の担保権の実行されることにより、ウェッジ社、日本橋本町菓子処、明日香食品株式会社、昭

和ゴム株式会社、株式会社ルーセント、明日香食品株式会社の100％子会社である株式会社明日香の6

社が当社の連結子会社ではなく、当社の持分法適用関連会社となることとなりますので、本日開示を

行うこととなりました。 

本日担保権が実行されたばかりですので、引き続き関係書類及び取引内容等の精査を進めることと

し、グループの概況につきましては、当社監査法人と協議の上詳細の確定や予定の変更などがありま

したら改めてご報告をさせていただくようにいたします。 

 

２. 異動する子会社 

（１）株式会社ウェッジホールディングス 

(1) 名称 株式会社ウェッジホールディングス 

(2) 所在地 東京都江東区南砂2‐36‐10 光陽ビル3階 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 田代 宗雄 

(4) 事業内容 漫画・アニメ等のコンテンツ編集業、及びトレーディング

カードゲームの企画／制作、イベント等の企画／運営 

(5) 資本金 4,378百万円 

(6) 設立年月日 2001年10月31日 

(7) 大株主及び議決権比率 

(2026年3月31日現在) 

SIX SIS LTD.         30.9％ 

昭和ホールディングス株式会社 25.5％ 

岡三証券株式会社        1.8％ 

(8) 上場会社と当該会社との間の関

係 

資本関係 当社が実質的に当該会社の 議決権比

率の53.3％を有し連結子会社としてお

ります。 

  人的関係 当社の代表取締社長兼最高経営責任者

が当該会社の取締役会長を兼務し、当

社の取締役１名が当該会社の代表取締

役を兼務しております。 

  取引関係 2026年3月期に経営指導料33百万円、出

向負担金4百万円、受取利息11百万円、

支払利息11百万円の取引があり、2026

年3月31日時点で、未収入金3百万円、

未収入金45百万円、長期貸付金378百万

円、短期借入金388百万円、未払費用35

百万円の残高があります。 

(9) 当該会社の直近3年間の経営成績及び財政状態(単位 百万円) 

 決算期 2023年9月期 2024年9月期 2025年9月期 
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 純資産 3,385 3,048 2,970 

 総資産 4,038 3,790 3,684 

 売上高 765 860 816 

 営業利益 36 △14 △91 

 経常利益 △486 △895 △297 

 当期利益 △513 △942 △226 

 

（２）株式会社日本橋本町菓子処 

(1) 名称 株式会社日本橋本町菓子処 

(2) 所在地 東京都江東区南砂2‐36‐10 光陽ビル3階 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 此下 竜矢 

(4) 事業内容 和菓子の製造販売 

(5) 資本金 12百万円 

(6) 設立年月日 1981年10月30日 

(7) 大株主及び議決権比率 

(2026年3月31日現在) 

昭和ホールディングス株式会社    54.5％ 

明日香食品株式会社         24.9％ 

A.P.F.HOSPITALITY CO.,LTD.   20.6％ 

(8) 上場会社と当該会社との間の関

係 

資本関係 当社が実質的に当該会社の 議決権比

率の54.49％を有し連結子会社としてお

ります。 

  人的関係 当社の代表取締社長兼最高経営責任者

が当該会社の代表取締役社長を兼務

し、当社の取締役1名が当該会社の取締

役を兼務しております。 

  取引関係 2026年3月期に支払利息15百万円の取引

があり、2026年3月31日時点で、短期借

入金747百万円、未払費用25百万円の残

高があります。 

(9) 当該会社の直近3年間の経営成績及び財政状態(単位 百万円) 

 決算期 2023年9月期 2024年9月期 2025年9月期 

 純資産 135 141 142 

 総資産 138 298 815 

 売上高 25 30 30 

 営業利益 △10 △4 △7 

 経常利益 1 6 3 

 当期利益 0 5 1 

 

（３）明日香食品株式会社 

(1) 名称 明日香食品株式会社 

(2) 所在地 大阪府八尾市老原7‐85‐1 
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(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 此下 竜矢 

(4) 事業内容 和菓子の製造販売 

(5) 資本金 30百万円 

(6) 設立年月日 1977年8月1日 

(7) 大株主及び議決権比率 

(2026年3月31日現在) 

A.P.F.HOSPITALITY CO.,LTD.   42.0％ 

昭和ホールディングス株式会社    40.3％ 

株式会社日本橋本町菓子処      17.7％ 

(8) 上場会社と当該会社との間の関

係 

資本関係 当社が実質的に当該会社の 議決権比

率の40.32％を有し連結子会社としてお

ります。 

  人的関係 当社の代表取締役社長兼最高経営責任

者が当該会社の代表取締役社長を兼務

し、当社の取締役1名が当該会社の取締

役を兼務しております。 

  取引関係 2026年3月期に経営指導料174百万円の

取引があり、2026年3月31日時点で、未

収入金18百万円の残高があります。 

(9) 当該会社の直近3年間の経営成績及び財政状態(単位 百万円) 

 決算期 2023年6月期 2024年6月期 2025年6月期 

 純資産 126 153 195 

 総資産 1,160 1,227 1,144 

 売上高 5,160 5,331 5,467 

 営業利益 162 152 166 

 経常利益 52 26 41 

 当期利益 51 26 41 

 

（４）昭和ゴム株式会社 

(1) 名称 昭和ゴム株式会社 

(2) 所在地 千葉県柏市十余二３４８ 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 山口 紀行 

(4) 事業内容 ゴム製品の製造販売、及びゴムライニングの施工 

(5) 資本金 10百万円 

(6) 設立年月日 2009年10月1日 

(7) 大株主及び議決権比率 

(2026年3月31日現在) 

昭和ホールディングス株式会社    90.0％ 

株式会社ルーセント         10.0％ 

(8) 上場会社と当該会社との間の関

係 

資本関係 当社が実質的に当該会社の 議決権比

率の100％を有し連結子会社としており

ます。 

  人的関係 当社の代表取締役1名及び当社の取締役

1名が当該会社の取締役を兼務しており

ます。 
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  取引関係 2026年3月期に経営指導料／賃料120百

万円、事務委託費24百万円の取引があ

り、2026年3月31日時点で未収入金480

百万円、長期貸付金40百万円の残高が

あります。 

(9) 当該会社の直近3年間の経営成績及び財政状態(単位 百万円) 

 決算期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 

 純資産 △387 △294 △311 

 総資産 844 784 977 

 売上高 1,900 1,775 1,821 

 営業利益 75 102 △17 

 経常利益 70 98 △17 

 当期利益 57 93 △16 

 

（５）株式会社ルーセント 

(1) 名称 株式会社ルーセント 

(2) 所在地 千葉県柏市十余二３４８ 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 中野 吉広 

(4) 事業内容 ソフトテニスボールの製造販売、テニススクールの運営、

スポーツイベントの企画／運営 

(5) 資本金 10百万円 

(6) 設立年月日 1990年3月8日 

(7) 大株主及び議決権比率 

(2026年3月31日現在) 

昭和ホールディングス株式会社    90.0％ 

昭和ゴム株式会社          10.0％ 

(8) 上場会社と当該会社との間の関

係 

資本関係 当社が実質的に当該会社の 議決権比

率の100％を有し連結子会社としており

ます。 

  人的関係 当社の代表取締役1名が当該会社の取締

役を兼務しております。 

  取引関係 2026年3月期に経営指導料／賃料40百万

円、受取利息20百万円の取引があり、

2026年3月31日時点で未収入金764百万

円、短期貸付金156百万円、長期貸付金

962百万円の残高があります。 

(9) 当該会社の直近3年間の経営成績及び財政状態(単位 百万円) 

 決算期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 

 純資産 △1,501 △1,612 △1,719 

 総資産 318 329 510 

 売上高 1,162 1,149 1,206 

 営業利益 △74 △88 △65 

 経常利益 △95 △110 △90 
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 当期利益 △100 △111 △106 

 

（６）株式会社明日香 

株式会社明日香は、本件担保権行使の当事者に直接該当しませんが、本件担保権行使に伴い連結子会

社から持分法関連適用会社になることから、本件担保権行使の全体像を把握する上で重要な情報とな

ると考えられますので、その概要を記載します。 

(1) 名称 株式会社明日香 

(2) 所在地 千葉県野田市木間ケ瀬4600番地1 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 此下 竜矢 

(4) 事業内容 和菓子の製造販売 

(5) 資本金 98百万円 

(6) 設立年月日 2002年12月24日 

(7) 大株主及び議決権比率 

(2026年3月31日現在) 

明日香食品株式会社       100.0％ 

(8) 上場会社と当該会社との間の関

係 

資本関係 該当事項はありません。 

  人的関係 当社の代表取締社長兼最高経営責任者

が当該会社の代表取締役社長を兼務

し、当社の取締役1名が当該会社の取締

役を兼務しております。 

  取引関係 2026年3月期に経営指導料18百万円の取

引があり、2026年3月31日時点で未収入

金1百万円の残高があります。 

(9) 当該会社の直近3年間の経営成績及び財政状態(単位 百万円) 

 決算期 2023年11月期 2024年11月期 2025年11月期 

 純資産 51 20 21 

 総資産 377 393 340 

 売上高 1,687 1,638 1,815 

 営業利益 17 △11 25 

 経常利益 △2 △31 4 

 当期利益 △0 △31 0 

 

３．譲渡株式数、譲渡前後の所有株式の状況 

（１）株式会社ウェッジホールディングス株式 

(1) 異動前の所有株式数 22,601,400株 

(議決権の数 226,014個) 

(議決権所有割合 53.2％) 

(2) 譲渡株式数 10,826,100株 

(3) 譲渡価格 368,087,400円 

(4) 異動後の所有株式数 

 

11,775,300株 

(議決権の数 117,753個) 
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(議決権の所有割合 27.7％) 

 

（２）株式会社日本橋本町菓子処株式 

(1) 異動前の所有株式数 13,077株 

(議決権の数 13,077個) 

(議決権所有割合 54.5％) 

(2) 譲渡株式数 13,077株 

(3) 譲渡価格 44,082,410円 

(4) 異動後の所有株式数 ‐株 

(議決権の数 ‐個) 

(議決権の所有割合 ‐％) 

 

 （３）明日香食品株式会社の株式 

(1) 異動前の所有株式数 4,032株 

(議決権の数 4,032個) 

(議決権所有割合 40.3％) 

(2) 譲渡株式数 4,032株 

(3) 譲渡価格 102,695,040円 

(4) 異動後の所有株式数 ‐株 

(議決権の数 ‐個) 

(議決権の所有割合 ‐％) 

 

（４）昭和ゴム株式会社の株式 

(1) 異動前の所有株式数 9,540株 

(議決権の数 9,540個) 

(議決権所有割合 90.0％) 

(2) 譲渡株式数 9,540株 

(3) 譲渡価格 1円 

(4) 異動後の所有株式数 ‐株 

(議決権の数 ‐個) 

(議決権の所有割合 ‐％) 

 

（５）株式会社ルーセントの株式 

(1) 異動前の所有株式数 540株 

(議決権の数 540個) 

(議決権所有割合 90.0％) 

(2) 譲渡株式数 540株 

(3) 譲渡価格 1円 

(4) 異動後の所有株式数 ‐株 

(議決権の数 ‐個) 

(議決権の所有割合 ‐％) 
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４．異動の日程 

(1) みなし連結除外日 2026年4月1日（予定） 

  みなし連結除外日につきましては、現時点で当社がわかる範囲で上記6社が連結子会社から持分法適

用関連会社に異動する予定日を記載させていただいております。今後、担保権行使通知書及び関連する

契約書の精査を進め、担保権行使の結果異動することとなった会社と当社との取引、取締役兼務の状況

を検討の上、当社監査法人と協議を行い、最適な連結除外日を設定する予定です。 

今後精査を進め変更等がありましたら改めてご報告いたします。 

 

５．今後の予定 

   当社といたしましては、現在の事業を継続しつつ、効率的なグループ経営を目指し経営体制再構築

していく所存です。ウェッジ社、日本橋本町菓子処からの借入は依然として残りますので、今後の資

金調達方法を検討しつつ、両社とも交渉を継続いたします。 

   また、上記２.異動する子会社に記載の6社は、連結子会社から持分法適用関連会社に異動すること

となりますので、今後これら6社の業績が当社の連結業績から除外され、持分法投資利益が営業外損

益以降に反映する予定です。現時点では2027年3月期期首（2026年4月1日）から上記連結子会社を連

結除外する予定でありありますが、担保権通知書を受領したばかりであり、今後の連結グループの状

況や正確な影響額を算出することは困難でありますので、今後精査の上、開示すべき事項が生じた際

には改めてお知らせいたします。 

 

以上 

 


